
配布 No59. 宋詩鑑賞会資料 220728 

 

贈
東
林
總
長
老  

 
 

元
豊
七
年
四
十
九
歳
（
一
〇
八
四
年
四
月
）
廬
山
に
て
作
る
。 

東
林
の
総
長
老
に
贈
る 

溪
聲
便
是
廣
長
舌  

渓
声 

便
す
な
わ

ち
是 

広
長
舌

こ
う
ち
ょ
う
ぜ
つ 

 
 

山
色
豈
非
淸
淨
身  

山
色 

豈 あ

に 

清
浄
身
に
あ
ら
ず
や 

 

夜
來
八
萬
四
千
偈  
夜
来 

八
万 

四
千
偈 

 
 

他
日
如
何
舉
似
人  

他
日 
如
何

い

か

ん

ぞ 

人
に
舉
似

こ

じ

せ
ん 

 

 

【
語
釈
】
○
東
林…

東
林
寺
。
廬
山
の
南
麓
に
西
林
寺
と
並
ん
で
あ
る
。
晋
の
沙
門 

慧
遠
が
三

八
六
年
開
い
た
名
刹
。
は
じ
め
律
宗
の
寺
で
の
ち
禅
寺
と
な
る
。
○
総
長
老…

長
老
は
高
徳
の
老

僧
を
い
う
。
常
総
は
元
豊
三
年
に
東
林
禅
寺
第
一
代
の
祖
師
と
な
り
、
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）

に
照
覚
大
師
の
号
を
賜
る
。
こ
の
詩
は
常
総
に
贈
ら
れ
た
も
の
。
○
広
長
舌…

仏
世
尊
の
舌
は
広

く
長
く
面
上
を
覆
い
、
髪
の
は
え
ぎ
わ
ま
で
と
ど
い
た
と
い
う
。
釈
尊
説
法
の
声
に
い
う
。
な
お
、

な
が
な
が
と
し
ゃ
べ
る
こ
と
を
長
広
舌
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
○
清
浄
身…
仏
教
で
一
切
の
悪
業

か
ら
遠
ざ
か
り
、
煩
悩
の
垢
染
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
清
浄
と
い
う
。
法
華
経
の
神
力
品
そ
の
他
に

み
え
る
語
。
○
八
万
四
千…

法
華
経
・
楞
厳
経
な
ど
仏
典
に
多
く
み
え
る
数
。
極
め
て
多
い
こ
と

の
形
容
。
観
無
量
寿
経
に
「
無
量
寿
仏
、
有
八
万
四
千
相
」
。
○
偈…

梵
語
Ｇ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
の
音
訳
。

偈
佗
。
仏
典
に
み
え
る
一
句
五
字
ま
た
は
七
宇
の
韻
文
で
、
多
く
四
句
を
一
偈
と
す
る
仏
典
中
の

韻
文
。
法
義
を
述
べ
仏
徳
を
讃
え
る
。
○
如
何…

ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
の

疑
問
。
文
調
に
よ
っ
て
反
語
の
語
気
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
す
る
の
か

!?

で
き
る
こ
と
で

は
な
い
！
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
○
挙
似…

他
人
に
示
し
告
げ
る
こ
と
。
挙
は
も
の
を
手
に

も
っ
て
高
く
あ
げ
る
動
作
。
似
は
助
辞
。
臨
済
録
な
ど
、
そ
れ
以
降
の
禅
家
の
書
に
習
見
す
る
語
。 

こ
の
作
品
に
は
東
坡
の
仏
教
者
と
し
て
の
禅
の
悟
り
の
境
地
が
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。 

【
通
釈
】
こ
こ
廬
山
の
渓
谷
を
流
れ
る
水
の
音
は
、
そ
の
ま
ま
に
釈
尊
説
法
の
み

声
で
あ
り
、
廬
山
の
山
容
は
な
ん
と
仏
菩
薩
の
清
浄
の
お
ん
身
に
他
な
ら
な
い
で
は

な
い
か
。
昨
夜
来
八
万
四
千
の
偈
を
一
挙
に
悟
っ
た
が
、
こ
の
三
昧
の
境
地
は
後
日
、

人
に
説
明
し
て
あ
げ
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。 

蘇
東
坡 

近
藤
光
男 

蘇
東
坡
一
〇
〇
選 

石
川
忠
久 

よ
り
抄
出 


